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１．はじめに 

東北地方太平洋沖地震に関わる地盤沈下や震災後

の復旧及び復興等での自然環境の変化，社会開発等

で福島県の沿岸域は地形改変が生じている．こうし

た地形改変に伴い環境や災害に対しての影響度も変

化すると見積もられる．また，地形改変に伴い従来

からの影響度の高まりうる環境，災害影響の脆弱な

エリアが隠蔽してしまう可能性も推測される．改変

された，もしくは隠蔽された脆弱なエリアの潜在的

な危険性を明らかにするためには，過去から地形の

歴史的な変化を求めていくことが効果的と考えられ

る．脆弱なエリアの抽出は現在の効果だけではなく，

今後の防災や環境の回復の効率的な計画設計にも有

用になりうる．環境の把握は定かではないが，防災

については「治水地形分類図(国土交通省 監修)」が

開発されており，危険潜在性の把握が進められてい

る．ただし，このような治水地形分類も一級河川の

流域で整備されている程度で，他の河川ではあまり

整備されていないのが現状である． 

本研究においては，水を介した外的な営力が生じ

うる水域に着目して，福島県沿岸部を対象に以下の

比較を試みた． 

①現在の海岸線と伊能図の海岸線の比較 

②現在の海岸線と明治地形図の海岸線の比較 

③現在の海岸線と米軍空中写真の海岸線の比較 

これら①～③の海岸線を比較することで，過去か

ら現在に至る環境上，防災上で脆弱になりうるエリ

アを抽出し，今後の防災や環境の回復の効率的な計

画設計に利用することのできる空間情報のデータセ

ットの開発を試みた． 

 

２．解析方法，およびデータセット 

福島県沿岸部において水域に関わる環境上，防災

上で脆弱になりうるエリアの空間情報を整備するた

めの解析方法，データセットは以下に示すとおりで

ある． 

データセットとして，1821 年に伊能忠敬より整備

された伊能図(現在よりも約 200 年前)，1908 年に国

土地理院の発行 5 万分の 1 地形図(現在よりも約 100

年前 以下，明治国土地理院地形図)，1948 年に米軍

が撮影した空中写真(現

在よりも約 50 年前)，お

よび最新に取得された

国土数値情報の 2006 年

に 情 報 取 得 さ れ た

C23-06_07-g_Coastlineに

よるシェイプファイル

データを用いた． 

解析に関しては，空間

画像データ，数値地理情

報データを GIS ソフト

ウ エ ア (Arc view 

ver.10:ESRI 社  )に呼び

込み，水域の境界である

海岸線，および河口位置

の比較を行った．伊能図

に関しては，既に高橋，

田中らにより比較され

た先行研究 1,2)もあり，研究の実績が存在している．

なお，先行研究で対象とした地域は，松川浦も含ま

れており，一部重複している．ただし，本研究では，

福島県沿岸全域を包括的に捉えた試みを進めており，

海岸や河口の相対的な変化を捉える上で新たな知見

が得られる可能性もある．数値地理情報，空中写真

および数値情報を重複させるためには，固定点とな

るデータが必要となる．そこで，立ち入り禁止区域

を除く福島沿岸域で現地踏査を実施し，海岸に接す

る露頭位置を抽出した．露頭においても岩盤の侵食

図 1 福島県沿岸調査解析マップ(露頭状況含む) 

赤：伊能図 

青：明治 

黄：米軍 

図 2 海岸線解析図 



に伴う変化が予測されるが，相対的に安定している

ため，本研究では露頭を固定点として設定している

(図 1 参照)．これらの地図情報，空中写真および数値

情報に基づいた水域境界を比較したが，ここでは河

口域の空間毎に「現況との水域前進・後退の距離差」，

「現況をとの水域前進・後退の面積差」を求めた．「距

離差」の測定は，ポイントを重視した結果である．「面

積差」の測定は，ポイント間(ポイント間の中心を境

界)を区分して求めた面積の差の結果である． 

 

３．解析結果 

3.1 海岸線 

海岸線の解析結果を図 2 に示す．データセットに

利用した各々の空間情報より，海岸線の前進や後退

の地域特性が把握された．全般的に福島沿岸北部と

南部での沿岸域の変化が示されている．以下，距離

と面積に各地域の定量化された値を示す． 

3.2 距離差 

図 3 に距離結果統括図を示す．全ての空間情報で

距離的な変化が認められているものの，伊能図であ

ることが明らかにされた．時間スケールに応じて「平

均±3×標準偏差」を基準に変化の極端な地域を求め

ると，伊能図で 1 カ所，明治国土地理院地形図で 1

カ所，米軍空中写真で 2 カ所の超過地域が確認でき

た．なお，量的に特に顕著な差異の生じているエリ

アとして，南相馬市，浪江町が挙げられ，いわきの

北部と南部が続く．そもそもこれらに挙げられたエ

リアは沖積平野が分布していることからも，地層が

未固結の土壌であるため土壌侵食の影響が大きかっ

たことが影響している可能性が高い．なお，変化の

大きいエリアは現況比較して陸域が後退していたこ

とが示されている．また，福島沿岸域全体の現況と

の陸域前進・後退の距離差(沿岸全体平均)を比較する

と，伊能図で-104.91m，国土地理院の発行 5 万分の 1

地形図で-75.97m，米軍空中写真で+8.97 になること

が明らかにされた．この結果は約 100～200 年前より

も現在は陸地前進していること，約 50 年前よりも現

在は陸地後退していることを示している． 

3.3 面積差 

図 4 に面積結果統括図を示す．面積差も距離差と

同様にこの結果から時代変化に応じた変化量の差が

明瞭に認められる．約 200 年前の伊能図との大きな

差が現在に近づくにつれて収束している傾向が把握

できる．特に顕著な差異の生じているエリアとして，

南相馬市が挙げられ，全般的に南相馬のエリアは現

況よりも陸域後退していたことが明らかにされた．

こうした現状を踏まえれば，地形的な見地から相対

的に福島沿岸域の中で南相馬市の周辺は水の影響を

受けやすい状況にあることが理解できる。そのため，

津波はもとより，高潮や洪水等により被害が受けや

すいものと推測される．また，その一方で陸地後退

しているエリアも存在しているが，これらは港湾開

発に関わるものである．  

 

４．まとめ 

本研究の取り組みにより福島県沿岸域の空間情報

のデータセットが構築され，時間スケールや空間的

な特徴を明らかにすることができた．地形変化した

場所としては，沖積平野の領域が挙げられ，特に湾

部，河口部の変化が多く認められている．脆弱なエ

リアとして判別するためには，地形変化のプロセス

もあわせた分析が必要となるため，今後，土地被覆，

比高などの地形状況も加えて解析していく必要があ

ると考えられる． 
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図 3 改変距離結果統括図 

図 4 改変面積結果統括図 
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